
お
誕
生
日
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

山

槌

桜

田

和

明

さ

ん

長
女
ひ
ろ
み
ち
ゃ
ん

協

生

福

山

保

さ

ん

長
男
守
ち
ゃ
ん

橡
の
木
瀬
中
川
義
彦
さ
ん

二
女
由
美
ち

ゃ
ん

肱

栄

和

気

治

夫

さ

ん

長
女
智
恵
美
ち
ゃ
ん

中

野

大

塚

芳

行

さ

ん

長
男
正
樹
ち
ゃ
ん

ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

広

常

森

富

恵

さ

ん

白

石

上

仲

綾

子

さ

ん

市

之

畦

浅

川
徳
之
熙
さ
ん

町

三

瀬

泰

三

さ

ん

小

藪

藤

川
ユ

キ
エ
さ
ん

上

森

山

城
戸
一
馬
さ
ん

発行
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肱川町広報委員会 第 56号

昭和52年

人 ロ 男 2,013人

女 2,082人

計 4,095人

ー2月
世帯数

1,108世帯

(52.11.30現在）

カギにぎる
土地の有効利用

人口のうごき （図 1)

5,500' 
（住基台帳毎年 5月末現在）

5,000 
←――町全体

4,500 

4,000 

1,600 

1,500 

1,400 

1,300 

人戸
昭和 42 43 44 45 46 47 48 49 50 5i 52 

中
央
地
区
見
て
あ
る
記

鹿
野
川
は
、
昭
和
の
初
め
頃
ま
で
は
、
唯

一
の
交
通
機
関
で
あ
る
川
船
の
川
港
と
し
て

数
軒
の
旅
館
や
物
産
問
屋
が
あ
る
だ
け
の
静

か
な
山
間
で
あ
っ
た
。

や
が
て
川
に
沿
っ
て
道
路
が
で
き
、
自
動

車
か
普
及
し
、
交
通
の
要
所
と
し
て
栄
え
は

じ
め
、
周
辺
か
ら
商
業
者
が
集
っ
て
き
た
。

昭
和
十
八
年
の
町
村
合
併
に
よ
り
、

そ
れ

ま
で
村
端
で
あ
っ
た
鹿
野
川
は
、
行
政
の
中

心
地
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
四
年
に
は
‘

昭
和
三
十
年
に
予
子
林
と
西
の
一
部
が
編
入

し
て
、
宇
和
川
、
大
谷
、
岩
谷
、
予
子
林
の

各
地
区
の
中
心
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
六
抄
に
位
置

し
、
町
内
交
通
の
要
と
し
て
、
文
字
ど
お
り

中
心
地
と
な
っ
た
。

鹿
野
川
ダ
ム
の
建
設
、
統
合
中
学
校
の
設

置
な
ど
に
よ
り
、
商
店
も
増
え
、
中
心
地
ら

し
い
た
た
ず
ま
い
は
形
成
さ
れ
て
ぎ
た
が
、

人
口
の
流
出
、
自
家
用
車
の
普
及
は
、
様
々

な
課
題
を
な
け
か
け
て
い
る
。

河
辺
村
が
分
立
し
、
今
月
は
、
中
央
地
区
を
み
て
あ
る
い
た
。

他
の
地
区
よ
り
多
い

．

世
帯
数
の
減
少

昭
和
三
十
三
年
、
鹿
野
川
ダ
ほ
同
じ
よ
う
な
傾
向
を
示
ー

ム
建
設
当
時
の
当
町
の
人
口
は
が
ら
も
こ
こ
数
年
の
減
少
は

七
、
九

0
0
人
（
一
、
五

0
0

鈍
っ
て
い
る
（
図
1
)
。

世
帯
）
で
盛
況
を
示
し

て

い

た

し

か

し

、

世

帯

数
で
は
、
道

か
、
急
速
な
高
度
経
済
成
長
政
路
網
、
自
家
用
車
の
普
及
に
よ

策
は
、
全
国
的
に
向
都
離
村
の
り
、
町
外
か
ら
通
勤
す
る
人
が

現
象
を
起
こ
さ
せ
、
当
町
の
人
増
え
、
他
の
地
区
に
比
べ
高
い

口
は
、
十
年
間
で
そ
の
三
分
の
減
少
率
を
示
し
て
い
る
（
図
2
)
。

一
を
減
少
さ
せ
た
。

人
口
の
減
少
は
、
地
域
の
衰

さ
ら
に
そ
の
後
も
人
口
の
減
類
を
意
味
し
、
そ
の
対
策
が
急

少

が

続

い

て

い

る

。

務

と

い

え

よ

う

。

中
央
地
区
に
お
い
て
も
、
ほ

ん
ど

(g庭
111

・・＇し
‘1
1

ま
と
閾
讐
~
冒

四
馨
沢

中
央
地
区
に
は
、
兼
業
世
帯

が
多
く
、
産
業
別
分
類
は
む
ず

か
し
い
か
、
主
な
収
入
面
か
ら

大
別
し
て
み
る
と
、
主
と
し
て

給
与
に
頼
っ
て
い
る
世
帯
は
半

数
に
近
い
。

農
林
業
の
か
た
わ
ら
勤
め
る

人
も
多
く
、
約
六

0
世
帯
の
商

業
関
係
世
帯
の
な
か
に
も
、
商

業
以
外
の
収
入
に
頼
る
世
帯
が

ダ
ム
建
設
当
時
、
大
き
な
夢

を
抱
い
て
、
現
在
の
商
店
街
が

形
成
さ
れ
て
き
た
か
、
人
口
の

流
出
や
、
自
家
用
車
の
普
及
に

よ
り
、
地
元
の
商
店
を
利
用
す

る
消
費
者
が
減
り
、
オ
イ
ル
シ

ョ
ッ
ク
以
来
の
不
況
が
重
な
っ

て
、
商
業
者
に
と
っ
て
深
刻
な
現

状
で
あ
る
。

商
工
会
で
は
、
日
用
品
、
食

糧
品
で
も
三
割
以
上
は
、
町
外

で
求
め
、
衣
類
で
六
割
、
家
具

電
機
製
品
で
は
、
七
割
程
度
は

町
外
で
買
っ
て
い
る
も
の
と
推

定
し
て
い
る
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
で
、

な
り
立
つ
商
売
で
あ
り
、
消
費

者
は
限
ら
れ
て
い
る
。

宇
和
川
地
区
に
は
五
十
崎
町

と
、
大
谷
地
区
に
は
野
村
町
と、

そ
れ
ぞ
れ
昔
か
ら
の
つ
な
が
り

が
あ
る
人
も
多
い
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
商
業
者

は
、
買
物
客
の
町
外
流
出
防
止

や
、
現
金
販
売
を
は
か
る
た
め

シ
ー
ル
販
売
を
試
み
、
商
工
会

青
年
部
で
は
、
町
内
電
話
帳
の

配
布
な
ど
を
行
っ
て
消
費
者
と

力~そでがへがそ物 町 るの税え地た る懸開勉る店まれにるりの
はの買‘流他のす外よ 町 はば元ば例 ゜命く強たしれ‘-,とをつ
町何え町れ町全れでうへ地消でこえ でな会めとる親愛と深な
内打ば内る村額ば買に入元費買をば あどをのな商しさもめが

地区別にみた人口のうごき（図 2) （住基台帳各年 5月末日現在）

.. 昭和 42 年 昭和 52 年 減 少 率

地 区 別 人 ロ 人 ロ 人 ロ
世帯数 世帯数 世帯数

男 女 計 男 女 計 男 女 計

戸 人 人 人 戸 人 人 人 ％ ％ ％ ％ 

宇和川地区 298 675 658 ¥，333 270 544 515 1,059 9.4 19.4 21 7 20.6 

大谷 地 区 204 486 492 978 186 369 366 735 8 8 24.1 25.6 24.8 

中央地区 428 861 849 1, 71_0 363 639 673 1,312 15.2 25.8 20.7 23.3 

岩谷 地 区 134 334. 313 647 121 210 237 447 9.7 37 1 24.3 30 9 

予子林地区 140 282 323 605 130 190 233 423 7 1 32.6 27.9 30.1 

中津地区 40 110 114 224 36 61 56 117 10.0 44.5 50 9 47.8 

合 計 l,．2 3 9 2,748 2,749 5,497 1,106 2,013 2,080 4,093 10.7 26.7 24.3 25.5 

10年間には 3割に近い人口が減り、町外から通勤する人が増えて、中央地区の世帯数は嵩い減少率となった。

1 

以
外
と
多
い

町
外
で
の
買
い
物

少
な
く
な
い

（図

3
)
。

し
か
し
、

中
央
地
区
で

は
、
商
業
者
、

農
林
業
世
帯

に
も
、
殆
ん

ど
の
家
庭
に

後
継
者
が
い

る
こ
と
が
強

味
で
あ
る
。

＾ 

｀
 肱川町の中心地鹿野川

ヘ
残
り
、
そ
れ
だ
け
町
を
う
る

お
す
こ
と
は
み
ん
な
知
っ
て
い

る
で
あ
ろ
う
。

商
業
者
に
と
っ
て
、
農
林
業

の
構
造
改
善
と
は
違
う
と
し
て

も
、
消
費
者
の
要
求
に
対
応
で

き
る
改
善
を
考
え
る
こ
と
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
消
費
者
は
、
お
互

の
町
を
つ
る
お
す
た
め
、
地
元

の
商
売
を
助
け
る
心
が
け
か
は

し
い
も
の
で
あ
る
。

ニ
ペ
ー
ジ
ヘ
つ
づ
く

産業別世帯数（図 3)

産業別 世帯数 構成比

農林業世帯 126 33.『

商業関係世帯 60 16.5 

給与世帯 156 43.0 

その他の世帯 27 7.4 

計 363 100,0 

半数に近い世帯が給与に顛っている

集
音
マ
イ
ク

0
秋
祭
り
、
稲
穂
落
し
、
椎

葺
原
木
の
伐
採
等
が
終
る
頃
、

山
は
紅
葉
し
、

冬
仕
度
に
忙
し

い
11
月
は
、
ま
た
た
く
間
に
過

ぎ
去
り
、
厳
し
い
寒
さ
の
訪
れ

と
共
に
病
気
を
注
意
す
る
月
で
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
注
射

（
各
地
区
）
、
成
人
病
検
診
、
大

谷
栄
養
学
級
、
無
医
地
区
巡
回

検
診
、
高
血
圧
予
防
教
室
等
保

健
婦
さ
ん
の
忙
し
い
月
で
あ
る
。

0
11
月
4
日
に
県
笞
音
楽
隊

が
正
山
小
学
校
（
児
童
九
十
六

名
）
に
来
校
し
た
。
昨
年
の
町

民
運
動
会
に
初
来
町
し
た
時
、

児
童
達
は
一
緒
に
演
奏
し
た
い

と
言
っ
て
い
た
か
、
そ
の
希
望

か
か
な
っ
て
＂
交
歓
の
メ
ロ
デ

ィ
“
の
夢
が
実
現
し
た
。

〇
喜
多
郡
町
村
議
会
議
員
親

善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
肱
川

町
議
員
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
。

猛
練
習
の
結
果
、

長
浜
町
議
貝

を
六
対
五
で
破
り
優
賞
カ

ッ
プ

を
手
に
し
た
。

過
去
の
優
賞
成
績
は
肱
川
町
三

回
、
長
浜
町
五
回
、
五
十
崎
町

一
回
、
河
辺
村
一
回
で
あ
る
。

ソ

心
の
健
斗
は
如
何
I.

(
11
/
11
内
子
町
運
動
公
園
）

0
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

始
ま
る
。

11
月
2
6
日
か
ら
12
月

2
日
ま
で
。

火
災
の
原
因
は
煙
草
の
不
始

末
が
多
い
。
ガ
ス
、
炭
火
、
練

炭
電
気
暖
房
に
注
意
し
て
人

命
、
家
財
道
具
を
守
り
た
い
も

の
で
す
。
0
身
体
障
害
者
更
生
会
の
町

内
視
察
が
、
11
月
2
9
日
に
行
わ

れ
道
路、

名
所
、
施
設
等
を
見

学
し
て

一
同
感
激
、
再
度
発
展

す
る
町
内
を
時
折
り
案
内
し
た

-

い
も
の
で
す
。

r大切に」運動1月の目標 lじ＼ガよう地域



ど
の
誘
地ヽ

に
よ
り

年
間
約
三

0
万
人
の

観
光
客
が

訪
れ
て
い

る
。

ヽ

し
か
し

i

そ
の
殆
ん

ど
か
、
日

ゎ
帰
り
、
素

ヽヵ
通
り
客
で

金
を
落
さ

じひ
ず
、
泊
り

報

客

は

、

年

広
間
一
万
二
、

三
千
人
で

あ
ろ
う
と

推
定
さ
れ

る。

52.12.16(2) 

＾ 

中
央
地
区
に
は
‘
豊
富
な
水

が
あ
り
、
温
泉
が
あ
り
、
鹿
野

川
湖
な
ど

の
観
光
資
源
に
恵
ま

れ
て
い
る
。

当
町
は
‘

定
も
受
け
‘

国
鉄
周
遊
地
の
指

保
養
セ
ン
タ
ー
な

県立肱川自然公園

松
く
い
虫
被
害
林
の

後
地
の
活
用
は
？
・

九
州
を
な
め
つ
く
し
た
松
く

自

己
の
財
産
を
守
る
気
構
え
が

、
必
要
で
あ
ろ
う
。

い
虫
は
、
肱
川
を
逆
の
ぼ
っ
て

そ
の
被
害
は
全
町
に
及
ん
で
い
町
の
木
、
あ
か
ま
つ
は
大
受

る

。

難

で

あ

る

が

、

山

林

の

五

〇

貯

な
か
で
も
、
川
下
の
宇
和
川
‘
以
上
を
占
め
る
松
の
後
地
を
ど

鹿
野
川
周
辺
の
松
は
、
全
滅
に
う
す
る
か
。

悶
え
て
い
る
。

広
大
な
土
地
の
活
用
が
、
大

こ
の
対
策
は
、
被
害
木
を
倒
き
な
課
題
と
し
て
ま
ち
か
ま
え

伐
す
る
他
な
く
、
そ
の
労
働
力
て
い
る
。

の
確
保
の
た
め
、
森
林
組
合
や
杉
、
桧
、
く
ぬ
ぎ
、
栗
の
新

町
は
、
町
外
に
ま
で
奔
走
し
て
植
な
ど
、
多
種
考
え
ら
れ
る
中

い

る

。

で

、

適

地

、

適

作

な

ど

、

関

係

被
害
を
最
少
限
に
く
い
止
め
機
関
の
適
切
な
指
導
が
望
ま
れ

る
た
め
に
、
山
林
所
有
者
は
‘
て
い
る
。

一
年
間
の
観
光
客

三
十
万
人

観
光
客
を
誘
致
す
る
こ
と
は
‘

町
全
体
に
活
気
を
促
し
、
資
源

の
有
効
な
活
用
は
、
町
の
振
興

に
つ
な
が
る
と
い
え
よ
う
。

い
ま
‘
御
在
所
、
岳
山
な
ど

の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
な

r 

か
で
、
ど
の
よ
う
な
施
設
を
つ

く
れ
ば
、
泊
り
客
が
増
え
る
か
‘

観
光
客
に
金
を
使
わ
せ
る
工
夫

が
当
面
の
課
題
で
あ
る
。

な
か
で
も
、
立
地
条
件
に
恵

ま
れ
な
い
当
町
に
と
っ
て
、
大

駄
場
台
地
の
有
効
利
用
が
、
今

後
の
観
光
の
カ
ギ
と
な
ろ
う
。

|
 

い
ま
‘
肱
川
の
水
を
利
用
し

て
、
鹿
野
川
周
辺

の
部
落
を
含

め
た
中
央
簡
易
水
道
の
設
置
計

画
が
す
す
め
ら
れ
、
ダ
ム
沿
線

の
国
道
改
良
事
業
も
今
年
か
ら

着
手
さ
れ
た
。

ま
た
、
当
町
で
は
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
や
民
俗
資
料
館
な

ど
、
建
設
の
要
望
か
強
い
。

ど
の
よ
う
な
施
設
を
つ
く
っ

て
も
、
場
所
と
用
地
が
大
き
な

問
題
で
あ
る
。

こ
の
限
ら
れ
た
土
地
の
有
効

な
利
用
こ
そ
、
中
央
地
区
の
発

展
の
甚
礎
と
な
り
、
町
全
体
の

振
興
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

部落別人 ロ （住碁台帳各年 5月末現在）

9. 

職業安定所の紹介で

責任ある職場へ

私
た
ち
の
日
常
生
活
で
、
突

然
目
の
中
に
ゴ
ミ
が
入
っ
た
り
、

ャ
ケ
ド
を
す
る
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
す
。

病
状
が
重
い
と
き
は
当
然
病

秋
の
取
り
入

れ
も
終
り
、
農

家
の
み
な
さ
ん

も
一
安
心
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
農

閑
期
に
な
り
ま

す
と
、
県
内
並

び
に
県
外
へ
出

稼
に
出
ら
れ
る

方
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
次

の
こ
と
に
注
意

し
て
事
故
の
な

い
よ
う
に
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

①
出
稼
に
行

か
れ
る
前
に
は

必
ず
健
康
診
断

院
へ
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が

そ
の
前
に
、
家
族
が
正
し
い
応

急
手
当
を
し
て
お
く
と
、
病
気

は
軽
く
て
す
み
ま
す
。

ど
な
た
で
も
簡
単
に
で
き
る

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

②
友
人
又
は
知
人
等
の
安
易
．

な
言
葉
な
ど
に
迷
わ
ず
、
公
共

職
業
安
定
所
を
通
じ
て
、
責
任

あ
る
職
場
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

③
就
労
後
は
一
日
も
早
く
‘

故
郷
の
家
族
に
連
絡
し
て
、
安

心
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

④
出
稼
先
で
の
賃
金
不
払
い

又
は
、
労
働
災
害
事
故
が
生
じ

た
時
は
、
直
ち
に
相
談
員
（
大

谷
の
今
宮
忠
雄
さ
ん
）
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

⑤

そ

の

他
く
わ
し
い
こ
と
は

農
業
委
員
さ
ん
に
お
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
季
節
移
動
労
働
者

地
域
相
談
員
）

知っておきたい
家庭での応急手当

昭和 42 年 昭和 52 年

部落 人 ロ 人 ロ
世帯数 世帯数

男 女 計 男 女 計

戸 人 人 人 戸 人 人 人

肱 栄 14 31 35 66 13 22 21 43 

大 和 33 79 77 156 36 59 79 138 

中 野 53 113 115 228 60 106 110 216 

小 藪 63 171 167 338 59 130 124 254 

下鹿野川 81 152 152 304 63 108 123 231 

上鹿野川 73 144 131 275 76 131 128 259 

示' 造 7 15 22 37 ， 15 25 40 

奥の山 4 8 11 19 

見の越 7 17 18 35 6 18 20 38 

月の尾 15 51 42 93 14 28 28 56 

教員その他 78 80 79 159 27 22 15 37 

計 428 861 849 1,710 363 639 673 1,312 

一家転出がつづき住む人がいない部落が出現した。

．／ 
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り

1

1

豊
か
な
人
間
性
と

ょ
〗

だ

．

奉
仕
の
精
神
の
育
成
を
—
|

肱

川

中

学

校

校学清
流
肱
川
を
左
手
に
、
四
方
面
か
ら
、
望
ま
し
い
生
徒
像
を
果
で
、
校
舎
に
菊
の
香
り
が
漂

緑
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
肱
川
中
画
き
、
実
態
調
査
に
甚
い
て
、
っ
て
い
る
こ
と
は
心
温
ま
る
思

は
合
併
十
八
年
を
迎
え
る
。
生
徒
会
と
も
ど
も
こ
れ
に
当
た
い
で
あ
る
。

論
語
の
「
忠
怒
」
を
柱
と
し
り
、
研
究
に
打
ち
込
ん
で
き
た
。

本

校

の

通
学
状
態
は
、
徒
歩
、

て
、
歴
史
と
伝
統
が
育
成
さ
れ
朝
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
学
自
転
車
、
バ
ス
と
大
体
均
等
に

て
き
た
が
、
現
時
代
の
要
請
は
習
意
欲
の
換
起
や
、
奉
仕
活
動
分
か
れ
て
い
る
が
、
積
雪
時
や

社
会
の
連
帯
意
識
を
も
っ
た
人
の
生
活
化
を
計
り
、
お
も
い
や
バ
ス
の
ス
ト
等
に
は
頭
痛
八
巻

間
、
暖
か
い
人
間
味
の
あ
る
人
り
を
育
て
る
教
育
の
一
環
と
し
で
あ
る
。

間
の
育
成
が
望
ま
れ
て
い
る
。
て
、
盲
学
校
へ
の
か
ぶ
と
虫
送
な
お
、
部
活
動
は
約
半
数
の

今
年
は
、
自
ら
学
ぶ
力
を
育
り
等
生
徒
の
積
極
的
な
変
容
が
生
徒
が
参
加
し
て
、
自
主
的
に

て
る
教
育
の
事
前
研
究
校
の
指
伺
え
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
活
動
し
て
い
る
。

定

を

う

け

、

意

欲

を

も

た

せ

る

で

あ

る

。

今

年

は

待

望

久

し

か

っ

た

野

教
育
活
動
の
あ
り
方
を
主
題
に
、
校
内
の
美
化
に
も
、
丹
精
こ
球
部
も
誕
生
、
来
年
が
楽
し
み

学
習
面
と
生
徒
指
導
面
と
の
両
め
た
菊
作
り
、
近
年
に
な
い
成
で
あ
る
。

’ヽ＿ー、
9-ー、
9-―――-9＿ー、
9uh,9
-＝-、
-l―――し9-＝h9-―――
-9-=＝-'‘9-―
-t―-9-＝h-9-=ー-9―――――
i9-――
_-9-＝-9-＝-、9--i

_―

-i--9-=--9号
9-=＝＿r--9-＝--9―-―――
-9-＝--9-＝--9-＿ヽ
91――
-9=h-9-＝--9-ー-9-＝-9-―l-9-＝-9--、ーーー、
91-

応
急
手
当
の
方
法
を
お
知
ら
せ
①
大
急
ぎ
で
水
に
つ
け
、
服
を
そ
っ
と
は
ぎ
と
る
か
、
切

し

ま

し

ょ

う

。

ど

ん

ど

ん

冷

や

し

て

熱

を

と

り

り

は

ず

し

ま

す

。

＾

目

に

ゴ

ミ

や

薬

物

が

入

っ

ま

す

。

指

輪

な

ど

は

石

け

ん

液

に

つ

た

ら

〉

手

足

な

ど

は

水

道

を

出

し

っ

け

、

静

か

に

回

し

な

が

ら

は

ず

①
小
さ
な
お
子
さ
ん
で
す
放
し
に
し
て
冷
や
し
ま
す
。

す
と
取
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

と

、

す

ぐ

目

を

こ

す

り

た

が

り

②

服

の

上

か

ら

ヤ

ケ

ド

を

④

ヶ

バ

の

な

い

清

潔

な

タ

ま
す
が
、
そ
れ
が
一
番
い
け
ま
し
た
と
き
は
無
理
に
脱
が
せ
な
ォ
ル
か
大
き
い
布
で
、
ヤ
ケ
ド

せ
ん
。

い
で
、
服
の
上
か
ら
冷
や
し
ま
の
部
分
を
す
っ
ぽ
り
包
ん
で
か

ら
、
お
医
者
さ
ん
に
診
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

③
 

目
の
表
面
に
キ
ズ
が
で
き
た

り
、
あ
と
で
と
り
か
え
し
の
つ

か
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

静
か
に
目
を
閉
じ
て
涙
が
出

て
く
る
の
を
待
ち
、
涙
と
い
っ

し
ょ
に
流
れ
出
る
の
を
待
ち
ま

し
ょ
う
。

②
そ
れ
で
も
ダ
メ
な
場
合

は
、
洗
面
器
に
水
を
満
た
し
、

そ
の
中
で
ま
ば
た
き
を
す
る
と

大
て
い
取
れ
ま
す
。

③
そ
れ
で
も
ま
だ
ゴ
ロ
ゴ

ロ
す
る
と
き
は
、
薄
い
ホ
ー
サ

ン
水
を
た
っ
ぷ
り
浸
し
た
ガ
ー

ゼ
で
て
い
ね
い
洗
い
流
し
ま
す
。

④
酢
や
石
け
ん
水
、
天
ぷ

ら
油
な
ど
液
体
が
入
っ
た
と
き

は
、
水
道
の
水
を
流
し
な
が
ら

目
を
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

＾
ャ
ケ
ド
を
し
た
ら
〉

12
月
1
日
か
ら

31
日
ま
で

「
み
ん
な
で
明
る
い
お
正
月
少
し
で
も
明
る
い
お
正
月
を
迎

を
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
え
ら
れ
る
よ
う
に
越
年
資
金
や
、

日
常
の
必
需
品
を
買
う
た
め
の

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の
一

つ
と
し
て
、
十
二
月
一
日
か
ら
費
用
と
し
て
役
立
て
ら
れ
て
い

三
十
一
日
ま
で
の
一
カ
月
間
は
ま
す
。

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
が
行
わ
こ
と
し
昭
和
五
十
二
年
度
の

れ

ま

す

。

歳

末

た

す

け

あ

い

の

目

標

額

は

昭
和
二
十
六
年
か
ら
昭
和
五
三
十
四
億
五
千
七
百
万
円
で
す
。

十
一
年
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
善
ど
う
か
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で

意
の
お
金
は
、
お
よ
そ
二
百
八
恵
ま
れ
な
い
方
た
ち
の
た
め
に
、

十
億
円
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。
善
意
の
た
す
け
あ
い
運
動
に
参

こ
れ
ら
の
お
金
は
、
寝
た
き
加
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

り
の
お
年
よ
り
や
、
母
子
家
庭
し
ま
す
。

心
身
障
害
な
ど
の
人
た
ち
が
、

み
ん
な
で
明
る
い
お
正
月
を

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

十
分
に
冷
や
し
て
か
ら

し
か
し
通
学
の
関
係
か
ら
、
約

半
数
が
部
活
動
に
参
加
出
来
な

い
状
態
で
体
力
づ
く
り
、
根
性

づ
く
り
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

な
お
、
夏
休
み
に
部
落
出
張

懇
談
会
を
実
施
し
て
、
家
庭
と

の
緊
密
な
連
絡
を
と
る
こ
と
が

出
来
た
。

生
涯
教
育
の
中
で
意
図
的
な

教
育
を
す
る
処
か
学
校
教
育
で

あ
り
、
人
間
形
成
の
大
切
な
一

分
野
で
は
あ
り
ま
す
か
、
マ
ス

コ
ミ
の
横
行
が
は
げ
し
い
現
代

で
は
、
無
意
識
的
に
暗
示
や
模

倣
等
が
横
行
し
、
子
供
達
の
成

長
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

社
会
教
育
、
家
庭
教
育
と
の
緊

密
な
連
絡
を
計
っ
て
ゆ
き
た
い
。

． --
．屯



広報ひじかわ 52.12.16(3) 

ぷ

研修記 3

木頭村立中学校寮

ー`、’町市

明
る
い
墓
地
公
園

石
碑
に
貧
富
の
差
な
し
渭

頭

中

学

校

は

全

寮

制

初

村
を
あ
げ
て
人
づ
く
り
ば

個
性
あ
る
教
育
と
重
点
福
祉

町
議
会
文
教
厚
生
委
員
会
視
察
報
告

町
議
会
文
教
厚
生
委
員
会
は
‘
八
月
二
十
三
日
か
ら
三
日
間
、
徳
島
県
、
高
知
県
の
教

育
行
政
及
び
福
祉
行
政
の
先
進
地
を
視
察
し
た
。
参
加
者
は
、
議
会
か
ら
西
宮
委
員
長
外

四
名
、
町
か
ら
助
役
、
教
育
委
員
長
外
四
名
合
計
十
一
名
で
あ
る
。

村
独

第
一
日
目
の
研
修
地
、
木
頭

村
は
、
徳
島
県
南
西
部
の
県
境

に
位
置
す
る
純
山
村
で
あ
る
。

人
口
は
二
、
七

0
0
人
だ
が
、

面
積
は
肱
川
町
の
四
倍
も
あ
り

し
か
も
、
林
野
面
積
が
九
七
％

と
い
う
の
だ
か
ら
超
過
疎
の
村

で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

鹿
野
川
を
八
時
に
出
発
し
た

一
行
は
、
高
知
市
内
を
昼
前
に

通
過
し
て
、
国
道
一
九
五
号
線

に
入
り
、
一
路
木
頭
村
へ
向
っ

た
。
国
道
だ
か
ら
ど
こ
か
に
ド

ラ
イ
ブ
イ
ン
が
あ
る
だ
ろ
う
と

思
っ
た
の
か
大
間
違
い
、
や
か

．
て
、
平
地
は
山
地
に
変
り
、
国

道
は
肱
川
の
町
道
よ
り
も
せ
ま

い
酷
道
に
な
っ
た
。
と
う
と
う

飲
ま
ず
食
わ
ず
の
ま
ま
木
頭
村

へ
到
着
し
た
の
か
午
後
二
時
三

十
分
、
早
速
飲
食
店
へ
か
け
つ

け
た
か
、
め
し
や
う
ど
ん
に
あ

り
つ
け
た
の
は
四
、
五
人
で
、

残
り
の
者
は
食
料
品
店
で
ア
ン

パ
ン
を
か
じ
っ
て
こ
ら
え
た
。

こ
の
よ
う
な
へ
き
地
で
あ
り

な
か
ら
、
県
内
外
に
知
れ
わ
た

っ
て
い
る
の
は
、
「
木
頭
の
教

育
」
で
あ
る
。
木
頭
村
に
は
‘

中
学
校
が
一
校
、
小
学
校
が
二

校
、
保
育
園
が
ニ
ケ
所
、
高
校

の
分
校
が
一
校
あ
る
が
、
早
く

か
ら
教
育
立
村
を
目
標
に
し
て

意
欲
的
な
教
育
施
策
が
行
な
わ

れ
て
い
る
。

昭
和
四
十
一
年
に
は
‘

て寮 寮徒現がに徒は年つが生の年制中注え と炊-つ全お下なの注の究べ→自
‘生こ生の在‘なと遠生て寮徒す生で学目るこい事てて員り、でどた目へをき木の
集活の活七‘そ ‘—•一

団をね
つい距‘い生でぐは‘校す柱のっも い村 も学めさき続か頭教

で五全れてう離三る活もそ‘中のべとよ ゜行こる内優最校のれ地け L 村育
生通信ぁ％校でいこの年 ゜を全ば学学全きしう わ教と i

→未
一乃高の L て教‘との研

活じはるは生もると生生二送員の校一寮はてな れ＝い、

゜
、 貝、住氣水施・い育今い教究

、コ—

す....._冒-i-- 戸-m戸丁しふ' -覧マト ← m に‘- 木 喜の］み＝準設 L るのでつ目 P斤

叫；，'土三叫i““口 頭 ばた：込嘉に‘教゜拠はテはを
教れめ．、育でみ配達設室語点 ‘l ど設
を い共あ
ての で置つ備の学と徳マう置

る
頑さしは完教し島であし

支 る同 。張れて県備育て県研るて

に
適
応
で
き
る
人
間
教
育
を
す

る
と
い
う
こ
と
に
あ
り
、
先
生

と
生
徒
が
裸
に
な
っ
て
共
に
生

活
し
、
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

木
頭
の
教
育
で
も
う
一
っ
注

目
さ
れ
る
の
は
、
中
学
校
の
生

徒
を
毎
年
一
五
名
づ
つ
徳
島
市

内
の
中
心
校
ヘ
一
週
間
の
留
学

を
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
試
み
が
山
村
へ

二
日
目
の
研
修
は
高
知
市
郊

外
の
野
市
町
を
訪
ね
‘
墓
地
公

園
に
つ
い
て
研
修
し
た
。

野
市
町
は
人
ロ
一
万
人
余
り

で
、
今
で
も
年
に
一

0
0
人
づ

つ
人

口
が
増
加
し
て
い
る
発
展

き
地
の
子
ど
も
を
刺
激
し
、
発

奮
さ
せ
、
成
果
を
高
く
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

も
う
―
つ
、
高
校
の
分
校
は

現
在
四
三
名
の
生
徒
が
お
り
、

全
部
村
内
の
農
林
家
の
子
弟
で

あ
る
点
が
肱
川
と
違
っ
て
い
る
。

な
お
高
校
進
学
者
に
は
村
独

自
の
奨
学
金
制
度
を
設
け
、
希

望
者
に
は
、
月
二
万
円
余
り
の

奨
学
金
を
貸
与
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
へ
き
地
の
逆
境

裏
服
し
て
、
村
を
あ
げ
て
木
頭

教
育
の
創
造
と
実
践
に
と
り
＜

ん
で
い
る
行
政
の
姿
勢
に
学
ぶ

べ
き
点
が
多
い
村
で
あ
っ
た
。

途
上
の
町
で
あ
る
が
、
大
規
模

な
墓
地
公
園
を
造
成
し
た
こ
と

で
県
外
に
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
公
園
は
、
野
市
町
が
財
団

法
人
野
市
町
開
発
公
社
に
依
頼

し
て
建
設
し
た
も
の
で
、
龍
河
洞

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
入
口
に
あ
る

山
を
一
っ
買
ぃ

受
け
、
近
隣
の

墓
地
公
園
を
視
察
し
て
夫
々
の

長
所
を
と
り
入
れ
て
造
成
さ
れ

て
い
る
。
全
部
で
九
五

0
基
分

総
面
積
一
万
面
（
約
一
町
歩
）

の
雄
大
な
も
の
で
、
四

0
0
0

面
（
約
四
反
歩
）
の
駐
車
場
も

確
保
さ
れ
て
い
る
。

頂
上
に
は
、
総
合
礼
拝
堂
と

し
て
五
重
の
塔
が
建
立
さ
れ
、

町
で
毎
年
慰
霊
祭
を
行
っ
て
、

遺
族
に
は
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
を

く
ば
り
喜
ば
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

現
世
で
は
と
も
か
く
と
し
て

墓
地
で
は
貧
富
の
差
を
つ
け
な

い
と
い
う
こ
と
が
こ
の
公
園
の

甚
本
方
針
で
、
神
様
、
仏
様
、

宗
旨
宗
派
に
関
係
な
く
形
と
大

一
五
万
円
と
永
代

管
理
料
三
万
円
も

含
ま
れ
て
い
る
。

最
初
に
管
理
料
を

払
っ
て
お
け
ば
‘

墓
地
管
理
事
務
所

で
永
久
に
清
掃
管

"‘

理
を
し
て
く
れ
る

と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

:
9
 

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

 

―
―
―
口
医
学
一
ー

ー
カ
ゼ
を
退
治
し
て
し
一

り
ま
う
ク
ス
リ
は
、
こ
の
一

に
な
い
」
と
い
う
の
i

す世が
、
結
論
的
な
こ
と
ば
。
一

-
V
病
院
で
も
ら
っ
た
り
、
i

薬
店
で
売
っ
て
い
る
ク
ー

A
J
 スリ
は
、
カ
ゼ
を
治
す
一

ク
ス
リ
で
は
な
く
、
熱
ー

ゼ
を
下
げ
た
り
、
せ
き
を
一

力
一
止
め
た
り
、
頭
痛
を
お
さ
え
た
一

ご
り
す
る
、
い
わ
ば
カ
ゼ
の
部
分
ー

ー
的
な
症
状
を
軽
く
す
る
役
目
を
-

ー
も
つ
に
す
ぎ
な
い
補
助
的
な
も
一

一
の
と
い
え
ま
す
。

ー
カ
ゼ
グ
ス
リ
は
「
症
状
を
ら
一

：
く
に
す
る
け
れ
ど
、
カ
ゼ
の
治
一

ー
る
日
数
に
変
り
は
な
い
」
と
い
一

き
さ
は
一
定
で
整
然
と
並
ん
で

ー
う
と
こ
ろ
。

い
た
。
一
基
あ
た
り
の
面
積
は

-
「
ふ
つ
う
の
カ
ゼ
は
‘
ウ
イ
ル
ー

道
を
含
ん
で
二
坪
足
ら
ず
で
、

ー
ス
と
呼
ば
れ
る
非
常
に
種
類
の
一

納
骨
堂
の
広
さ
は
八
〇
糎
角
に

i多
い
ウ
イ
ル
ス
の
し
わ
ざ
で
お
~

な
っ
て
お
り
、
一
五
体
か
ら
二
〇

、
そ
れ
を
治
す
特
効
薬
は
—

体
は
入
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ー
い
ま
の
と
こ
ろ
な
い
。
い
っ
た
一

価
格
は
地
形
に
よ
っ
て
四
段

ー
ん
か
ぜ
を
ひ
い
た
ら
、
自
然
に
~

階
に
分
れ
て
い
る
か
、
一
番
高

一
治
る
の
を
ま
つ
よ
り
は
か
に
な
一

い
と
こ
ろ
で
四
八
万
円
、
一
番

一
＜
、
や
る
こ
と
と
い
え
ば
‘
こ
i

安
い
と
こ
ろ
で
三
八
万
円
程
に

ー
じ
ら
せ
な
い
よ
う
に
、

あ
る
い
一

な
る
。

こ
の
な
か
に
は
墓
標
代

●
は
軽
く
す
む
よ
う
に
用
心
す
る
一

す

ば

ら

し

い

保

育

園

剛

い

る

。

保

母

さ

ん

は

ニ

―

名

て

＿

た

け

た

。
つ
ま
り
、
カ
ゼ
を
治
一

明
る
＜
働
い
て
い
た
。
綺
麗
な
，
＿
す
力
は
‘
一
口
で
い
え
ば
「
自
i

岡

一
然
回
復
力
」
と
い
う
、
私
達
の
一

赤

同

和

対

策

事

業

に

全

力

（

廊

下

、

楽

し

い

環

境

、

保

育

室

＿

ー
か
ら
だ
に
そ
な
わ

っ
た
抵
抗
カ
ー

赤
岡
町
は
、
野
市
町
に
隣
接
町
の
特
長
は
、
仕
事
を
保
障
す
も
清
潔
で
気
持
ち
が
よ
い
。
―

し
た
人
口
四
、

0
0
0
人
の

町
る
と
い
う
こ
と
で
、
女
性
雇
用

9

便
所
は
各
保
育
室
か
ら
す
ぐ
ぃ
ー
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
ー

で
、
人
口
の
五

0
％
余
り
が
同
型
の
小
企
業
を
誘
置
し
て
一
〇
け
る
よ
う
に
夫
々
工
夫
し
て
あ
一
す
。
そ
し
て
そ
の
抵
抗
力
を
よ
ー

和
地
区
人
口
で
あ
る
。
し
た
が

0
人
の
人
が
働
い
て
い
る
こ
と
っ
た
。

i

り
効
果
的
に
す
る
た
め
に
、
安
一

っ

て

、

町

の

総

予

算

―

二

億

円

で

あ

る

。

肱

川

町

で

は

、

ま

だ

ま

だ

問

ー

静

、

栄

養

、

暖

房

、

湿

度

、

と

一

｀
図
ま
し
や
、
せ
き
止
め
、
痛
一

の
う
ち
五
億
円
が
同
和
対
策
事
企
業
の
内
容
は
ダ
ン
ボ
ー
ル
題
が
多
い
が
、
日
本
の
社
会
は

＿
み
止
め
の
ク
ス
リ
を
補
助
的
に
一

業
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
町
の
工
場
や
、
ビ
ニ
ー
ル
工
場
な
ど
少
し
づ
つ
変
っ
て
い
る
こ
と
を
—

ー
用
い
る
こ
と
が
カ
ゼ
対
策
と
い
一

行
政
機
構
も
同
和
対
策
課
か
あ
で
賃
金
は
女
性
の
日
当
で
二
、
痛
感
し
た
r

ー
つ
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
~

っ
て
九
人
の
職
員
が
配
置
さ
れ
三

0
0
円
か
ら
二
、
八

0
0
と

こ

の

外

、

中

村

市

の

幡

多

郷
一

、

土
資
料
館
、
足
摺
岬
の
植
物
園
、
一
さ
て
自
然
に
そ
な
わ
っ
た
か
i

更
に
出
先
機
関
に
も
五
人
の
職
い
う
こ
と
で
あ
っ

ー
ら
だ
の
抵
抗
力
だ
け
が
唯
一
の
一

員

が

派

遣

さ

れ

て

い

る

。

保

育

圏

も

同

対

事

業

の

一

っ

土

佐

清

水

市

の

珊

瑚

博

物

館

、

一

同
和
事
業
の
主
な
も
の
は
、
と
し
て
町
の
中
心
地
に
三
億
円
上
黒
岩
岩
陰
遺
跡
な
ど
を
見
学
i

武
器
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
‘
―

道
路
、
橋
梁
な
ど
の
公
共
事
業
を
か
け
て
立
派
な
も
の
か
建
設
し
て
、
郷
土
文
化
の
保
存
伝
承
一
当
然
日
頃
か
ら
丈
夫
な
か
ら
だ
｛

は
勿
論
、
住
宅
の
改
善
や
、
造
さ
れ
、
ニ
オ
か
ら
五
オ
ま
で
の
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
、
多
ー
を
つ
く
っ
て
お
く
こ
と
が
、
ま
一

ー
ず
な
に
よ
り
大
切
で
す
。

一

船
な
ど
で
あ
る
が
、
特
に
こ
の
子
ど
も
一
九

0
名
が
入
園
し
て
忙
な
研
修
の
旅
を
終
え

t

[

b灼料゜蝉喜 (4)体格・体力運動能力

—都市部と農村部の比較ー一

[>小中学校：都市部では体格がまさり、体力、

運動能力がおとる。

[>高等学校：都市部と農村部の差がなくなる。

cm く男 子＞ cm く女 子＞
l 70~ 170 
体格

11：゚。°（身長］／
ト／’／~,

140 都市部
-----•農村部

160 [ 

1 50/  

140卜，，’9

野市町墓地公園

30-[」
□0
[

130 ~ 
0 10 11 12 13 14 15 16 17 歳

占占2/
10 
0 10 11_ 12 13 14_ 15 16 17歳
、，．ヽ ／‘ ’

小学校 中学校高等学校

ジニーータ

←大切Iこ瓜置動1月の自標 やさしいlじ＼を•国旗を掲げよう・部落や組を大切 fこ
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国道197号線（中野）でおきた事故

は飲むまい 飲ませまい

一年末年始の交通安全運動一

年
末
年
始
は
、
酒
を
飲
む
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
。

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
飲
酒
運
転
に

よ
る
悲
惨
な
事
故
が
報
道
さ
れ

ま
す
が
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
事

故
は
、
ま
だ
ま
だ
他
人
事
で
あ

っ
て
余
り
関
心
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
も
の
は
考
え
よ
う

で
す
。こ
れ
ら
の
事
故
か
若
し
身
内

の
事
故
で
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
が

で
ま

夫

で

あ

り

、

子

供

で

あ

っ

た

な

日
ら
：
・
:
。

〇

又

、

運

転

す

る

人

も

考

え

て

ー

み
ま
し
ょ
う
、
自
分
が
事
故
を

起
こ
し
た
ら
、
妻
や
子
供
、
老

月

し
た
父
や
母
は
ど
う
な
る
こ
と

ー

、

、
い
だ
ろ
う
と
。

、

新

聞

や

テ

レ

ビ

の

事

故

を

身

カ

近
か
に
お
き
か
え
て
考
え
て
み

る
な
ら
ば
、
事
故
の
最
短
距
離

日

。
1

に
あ
る
飲
酒
運
転
は
で
き
な
い

月
・
は
ず
で
あ
り
、
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
は
ず
で
す
。

2... 
よ
く
考
え
て
事
故
の
な
い
明

-．, 
る
い
年
末
年
始
を
過
し
て
下
さ

、。
、
>

おしらせの

ページ

---~. ヽ

〇
母
親
学
級

一
月
十
三
日

十
三
時

1
十
五
時

と

き

皇

古
い
保
険
に

響
澤
滓
密

y
•
•

特
別
措
置

郵
便
局
で
は
、
古
い
簡
易
保

険
（
昭
和
二
十
四
年
五
月
以
前

に
ご
加
入
の
契
約
）
を
お
申
し

出
に
よ
り
終
了
さ
せ
、
保
険
金

と
配
当
金
の
ほ
か
に
特
別
付
加

金
（
二
千
円
ー
六
千
円
）
を
お

支
払
い
す
る
取
扱
い
を
し
て
い

ま
す
。ま
だ
、
こ
の
特
別
措
置
の
お

申
し
出
を
さ
れ
て
な
い
方
は
、

保
険
証
書
を
お
確
め
の
上
、
早

め
に
郵
便
局
に
お
申
出
く
だ
さ

、。‘
 
年
末
年
始
・
役
場

は
休
み
で
す

0
期
間
十
二
月
二
十
九
日
か

ら
一
月
三
日
ま
で

0
戸
籍
関
係
事
務
（
届
書
）
は

取
扱
い
ま
す
の
で
、
電
話
で

内
容
を
連
絡
し
て
か
ら
お
出

か
け
下
さ
い
。

〇
救
急
車
は
、
年
末
年
始
も
運

行
し
ま
す
。

〇
乳
児
健
康
相
談

と

ぎ

一

月

十

一

日

十
三
時

1
十
五
時

肱
川
町
公
民
館

と
こ
ろ

と

き

一
月
五
日

九
時
ー
十
六
時

肱
川
町
公
民
館

と
こ
ろ

取
扱
期
間

昭
和
十
六
年
三
月
三
十
一
日

以
前
に
ご
加
入
の
契
約
。

ー
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
1

昭
和
十
六
年
四
月
一
日
以
後

に
ご
加
入
の
契
約
。

ー
昭
和
五
十
四
年
六
月
三
十
日

ま
で
1
す
で
に
満
期
に
な
っ
て
い
る

契
約
に
は
、
保
険
金
と
配
当
金

を
お
支
払
い
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
郵
便
局
の
窓
口

で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

0
行
政
相
談

学
習
内
容

産
後
の
保
健
と
家
族
計
画

一杯の逼は地獄行き

◇心配ごと相談◇
“お気軽に相談所へ”

◎相談時間

各相談日とも 9時～16時

◎相談場所

町公民館心配ごと相談室

（肱川町社会福祉協議会）

相談 担当相談員

12月25日 蔵田、坂本

1月5日 楠野、山中

1月15日 佐久保、戒野

1月25日 森本、中野

年
末
年
始
の

お
医
者
さ
ん

0
開
業
医
年
末
1

1

十
二
月
二
十
九
日

か
ら
三
十
一
日
ま

で
は
急
患
だ
け
診

察
、
治
療
を
し
ま

す
。

年
始
1

1

一
月
三
日
ま
で
は

完
全
休
診
で
す
。

〇
救
急
病
院

・
十
二
月
二
十
八
日

大

洲

市

加

戸

外

科

・
十
二
月
二
十
九
日
1
一
月

二
日
大
洲
市

・
一
月
三
日
大
洲
市

・
一
月
四
日
大
洲
市

イ吏う •火を消すまで離すな目と心 ．．． ❖ 
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暖房器具は正しく使いましよう ：i: 
よ 石 内ブ つ火次千庁五最ブみ 具 ちつスさて するを務じ ：i: 
る油訳にこてばい四の十もにるに例なあ卜れ一暖゜こ使所め北：；：
もスをょのいちで百調年多よとよ年どる てI 船房 と用で各風・：•
の卜みるちまのこ九査度くる‘るのでいブい

、る 的器 とさ暖家が多開か lる火スt順た＋での‘火ス火暖すは に具 思れ房庭吹．：•戸
最ブと災卜 とっ七も消昭災卜災房° -の

、件 火-は
使と いて器やき：；：外

もに‘の I な 、二防和か 1 を器 ばた、用し まい具事は 科

大
洲
病
院

中
央
病
院

〈
暖
房
器
具
の
正
し
い
使
い
方
〉

一
、
出
入
口
、
通
路
、
階
段
下

等
の
避
難
の
支
障
と
な
る
位

置
で
は
使
用
し
な
い
こ
と
。

二
、
カ
ー
テ
ン
、
障
子
、

ふ
す

ま
等
燃
え
や
す
い
も
の
の
近

く
で
使
用
し
た
り
、
可
燃
物

が
落
下
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

畜産大学を開催

で
は
使

場
所
（
棚
の
下
等
）

用
し
な
い
こ
と
。

三
、
幼
児
の
い
る
家
庭
で
は
、

ス
ト
ー
ブ
の
周
囲
に
囲
い
を

設
け
る
な
ど
、
直
接
手
が
触

れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

四
、
故
障
し
、
又
は
破
損
し
た

暖
房
器
具
は
修
理
し
て
か
ら

使
用
す
る
こ
と
。

五
、
器
具
の
周
囲
は
‘
常
に
整

理
整
頓
に
務
め
、
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
。

六
、
堀
ご
た
つ
な
ど
を
使
用
し

て
い
る
場
合
は
、
ふ
と
ん
等

の
可
燃
物
が
落
ち
こ
ま
な
い

よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
。

七
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
ガ
ス
ス

ト
ー
ブ
な
ど
を
使
用
す
る
場

合
の
取
り
扱
い
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
す
る
こ
と
。

0

石
油
ス
ト
ー
プ

口
使
用
中
（
火
か
燃
え
て

い
る
と
き
）
の
給
油
は
絶
対

に
行
わ
な
い
こ
と
。

③
給
油
は
、
油
量
計
を
見

な
が
ら
行
い
、
こ
ほ
れ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
。

③
給
油
口
の
蓋
は
確
実
に

閉
め
る
こ
と
。

④
点
火
は
、
油
淵
れ
が
な

い
こ
と
を
確
め
て
か
ら
行
う

こ
と
。

固
使
用
中
の
ス
ト
ー
ブ
を

持
ち
運
ん
だ
り
、
ゆ
す

っ
た

り
し
な
い
こ
と
。

固
燃
料
を
ま
ち
が
え
な
い

こ
と
。

切

対

震
自
動
消
火
装
置
を

．` 

よろ方も備 が的取スてし気たくでまスてる朽管もり油焼災 い三多
うん法に ス非要り卜火た持も射使等卜火ガ化のの扱等中のまま ％ ＜ 
°‘で‘点卜常素扱 l災たでの熱用の I災スあ差‘つ引の発たす--
慎使適検 1 ににいブとめ乾‘に し 焼ブと混るしガた火ス生‘ ゜で千
重用切をブ目起上のな‘燥スよたえをなれい込スた性卜経ス 毎八 恒例の畜産冬季大学が下記の
にすな十等立因の使つ洗器卜つたや力つ‘はみスめの I過卜 年百日程で開催されます。多数ご参
取る場分暖ち し 不用たたが lてめす Iたこきの卜火強ブを I 首三加下さい。
りこ所に房まて注上もくわブ火‘いテもれれゆ l災いのみブ 位十
扱と‘行器すい意のの物りを災接物ンのにつるブともそるに を件

昭柑 52年度宵産冬季大学実施計画

社団法人愛綬県畜産会

いは適う具゜る等慣ながに安と触のや‘引等みのなのばとよ 占ヘ
まも正とは も‘れど落使易なや近ふ又火に‘ゴつをで‘る

七 ；区分 ）UI B 場 所

め＝
．鼻師とテーマ

しちなと 整 の人や ‘ち用なつふくすはしよ老ムた取灯燃火 て一 肉叫I: 1月238 松山市一香町 11) 当面する肉用牛の問題
• ; 100.1-16時し即祁,,館大ホール 点とその経営の対応

， 中央畜旅会技術主怜

本 IR8 -

(21 私の肉)!J牛飼養の実際

'{;Ill県琴平町

花岡 lll (, 

養駆 1月24日 大洲市若宮 （1) 豚肉の流通の現状と養

10時-16時大洲市農協大ホール 豚経営の方向

全国農111,述

畜産販売部次長

• 海名・沢 ふ•L

(2) 大型団地と農家養豚

'ri田中央農事紐合長

西山茂 ,n
養 鶏 1月268 松山市一番町 （1) 的料安全法の施行と悶

10時-16時県庁別館大ホール 科対策のすべて

杯大学助教授農学博士

森井 勤

12) 現地実証ととりくんだ

私の中規1及水田桟合養鶏

宇和町清沢

｀ 愛援［し農業経営士

藤原政夫

陥農 1月27日 野村町野村 （1) 乳牛改良と高能率聞農

10時-16時野村町中央公民館 経営のあり方

家畜改良軍某田理1l

農学博士

桝田"―

(21 1L牛改良にとりくむ私

の酪農経営

城lll町田杷

入船福男

； 
(~ 巧 （1) 講師のうち（2）は四国プロ ック内の講師とする．

(2) リ，し庁構内は自動車をご遠慮〈ださい ．

セ
ッ
ト
す
る
こ
と
。

0

ガ
ス
ス
ト
ー
プ

口
ゴ
ム
管
が
ヒ
ビ
割
れ
た

り
、
弾
力
性
を
失

っ
て
器
具

か
ら
抜
け
や
す
く
な

っ
た
り

し
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
新
品
の

ゴ
ム
管
と
取
り
替
え
る
こ
と
。

切
ゴ
ム
管
が
必
要
以
上
に

長
過
ぎ
た
り
し
て
、
折
れ
た

り
、
器
具
に
直
接
触
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

③
ゴ
ム
管
の
接
続
部
に
は

必
ず
ホ
ー
ム
バ
ン
ド
を
つ
け

使
っ
て
い
な
い
予
備
コ

ッ
ク

に
は
、
キ
ャ
ッ
プ
を
忘
れ
ず

に
つ
け
る
こ
と
。

④
時
々
戸
を
開
け
て
換
気

を
行
う
こ
と
。

0

電
気
ス
ト
ー
プ
、
電
気

こ
た
つ
等

田
た
こ
足
配
線
で
使
用
し

な
い
こ
と
。

幻
サ
ー
モ
ス
タ
ッ
ト
及
び

9
_

、
ヒ
ュ

ー
ズ
等
の
安
全
装
置
を

取
り
は
ず
さ
な
い
こ
と
。

ま
た
、
安
全
装
置
を
取
り

替
え
る
場
合
は
、
器
具
に
適

し
た
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
。

③
使
用
後
は
、
コ
ン
セ
ン

ト
か
ら
コ
ー
ド
を
抜
く
こ
と
。

求
人
紹
介

町
内
の
職
場
で
、
働
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

〇
性
別
男
子

0
年
令

18
オ
1
2
5
オ

0
条
件
普
通
免
許
要

0
問
い
合
せ
川
上
商
工
会

(
6
2
5
3
1
番
）
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